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瀬戸ノベルティのパイオニア・丸山陶器棚論
― 経営・技術の沿革とその評価を中心にして 一

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 10 米国人バイヤーを長良川の鵜飼に招待 (1960年頃)
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図 14 原料調合試験等をまとめた直筆 ノート (一部)

















































































































































































































































































































































































図19 石炭窯時代 (1950年代)の丸山陶器の工場レイアウト (1階)
(注)工場の設計図をもとに,今井俊夫氏が作成したものである。
※の部分は,2階建て。
斜線の部分は,地下室あり。
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図20 丸山陶器の工場レイアウト (2階)
(注)工場の設計図をもとに,今井俊夫氏が作成したものである。
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たのが図3である。道路を挟んで南側に各種原
材料置場,製土工場,石膏型工場,生素地天日
乾燥場,施釉場,焼成工場,絵付工場,上絵焼
成工場などが並ぶ。道路の北側には,事務所,
外注品検収部門,荷造工場,各種倉庫などが
あって,南側の工場で出来た絵付完成品 (人形
が主)は道路を横断して北側に運搬され,荷造
りされた後,出荷される。
1960年にガス窯が導入されるが,各工場のレ
イアウトは焼成工場を除き大幅な変化はみられ
なかった。焼成工場では,石炭窯 (角窯と丸窯)
を壊してガス窯を3基導入した。
工場レイアウトの刷新・拡張合理化
その後,1970年にはさらに拡張合理化のため
に,工場レイアウトの刷新を図っている(図21,
ただし2階は変わらず)。 これによって,物流
の合理化,効率化が進んだ。第一に,道路の南
側に社内生産部門を集結させたことである。道
豊陶稲荷社
路の北側 (事務所側)は,外注生産部門のみと
した。これによって,荷造り。出荷のために,
道路を越えて北側に製品を運ぶという物流のロ
スが省略されたのである。
第二に,道路の南側では西方に拡張し,各工
場の配置を大幅に変更して,生産工程にそって
西から東へと物が流れるようにしたことであ
る。物流合理化のポイントは,まず製陶 (鋳込・
仕上)工場を西端に新設し,製陶工場→乾燥室
→施釉場→素地焼成工場→絵付工場→上絵付焼
成工場の各工場を工程にそって配置したことで
ある。これによって,製陶工場から素地焼成工
場への物流がスムーズになり, とりわけ素地焼
成工場から絵付工場への物流が大幅に改善され
た点が注目される。以前は素地焼成工場と絵付
工場は別棟で, しかも絵付工場は一段高い敷地
にあり,絵付工場への白素地の運搬には難儀し
ていたのである。道路の北側にあった荷造・出
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図21 1970年以降の丸山陶器の工場レイアウト(1階)
(注)工場の設計図をもとに,今井俊夫氏が作成したものである。
※の部分は,2階建て。
斜線の部分は,地下室あり。
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荷工場は,道路の南側の上絵焼成工場跡に移転
された。さらに一段高いところにあった絵付工
場2棟は,荷造材料置場に転用された。こうし
て,社内生産品については道路の南側で,出荷
に至る全作業が完結するようになったのであ
る。
以上にみるような拡張合理化 (1970年)で面
目一新した丸山陶器ではあったが,1971年のニ
クソンショックを契機とする変動為替相場制へ
の移行, さらに第 1次02次石油危機などの激
動にもまれ,ついには1980年代後半以降の急
激な円高を乗り切ることはできなかった。
5。 おわりに
窯業原料調合のエキスパート。今井俊夫氏と
の面談は,落ち着いた雰囲気の中で進められ
た。数冊のノートにまとめられた詳細な技術管
理資料と明晰な思考をもとにしての静かな語り
の中に,仕事にかける深い愛着と思い,誠実な
仕事ぶりと自負が伝わってくる。今井氏には番
外編として,丸山陶器の工場レイアウトも設計
図をもとにまとめていただいた。画家・デザイ
ナーの上野山エイシ氏から拝聴した色彩論や丸
山陶器の人形論は,技術者や職人とは一味違っ
た興味深いものであった。
各ヒアリングに同席していただいた加藤 豊
氏は,重要な論点になると身を乗り出し,当時
の状況や歴史的に入り組んだ糸をほぐそうと真
剣なまなざしでコメントされるなど,テー ブル
を挟んで白熱した雰囲気が醸し出される。筆者
はといえば,そうしたプロセスに参入するも,
しばし固唾を呑んで見入り質問を重ねるなど,
歴史的な意味を解こうとあがくのである。加藤
豊氏とはまた,差しで何回も対話を重ねた。本
稿は,そうしたプロセスの中で紡ぎ出された彼
らとの協同の産物といえる。
なお,丸山陶器の経営・技術の沿革 (第2章)
およびその製品の評価 (第3章第1節)をまと
めた本稿の前半は,1997年の小論に加筆修正を
加え編集し直したものである。本稿はまた,
1996-7年の調査と今回調査との協同の産物で
もある。丸山陶器を系統的に深く論ずること
は,瀬戸さらには日本のノベルティ産業の経
営・技術・文化を論ずることでもある。次号で
は,その課題とより深く切り結びたい。
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